
常
任
委
員
会
報
告

（
６
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査
及
び
行
政
説
明
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
）

基
づ
き
、
本
市
が
一
括
し
て
購
入
し
、

世
羅
町
か
ら
負
担
金
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
世
羅
町
の
負
担
割

合
は
25
・
１
％
で
あ
る
。

議
69　
三
原
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

【
概
要
】
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行

経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
、
選
挙
長
等
の
１
日
あ
た
り
の
経

費
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

【
採
決
】
採
決
の
結
果
、
議
第
63
号
他

４
件
は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

行
政
説
明
案
件

公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
旧
久
井
支
所

等
周
辺
跡
地
の
活
用
に
関
す
る
民
間
提

案
の
募
集
に
つ
い
て

【
概
要
】
蛍
光
灯
の
製
造
が
令
和
９
年

度
末
で
終
了
す
る
た
め
、
公
共
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
効
率
よ
く
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
旧
久
井
支
所
等
周
辺

跡
地
の
活
用
が
未
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
民

間
事
業
者
か
ら
募
集
し
、
事
業
化
す
る

付
託
議
案
審
査

議
63　
三
原
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
概
要
】
災
害
時
、
危
険
な
区
域
で
応

急
作
業
等
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
て

支
給
す
る
特
殊
勤
務
手
当
を
増
額
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

議
64　
三
原
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

【
概
要
】
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

議
65
・
66　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
概
要
】
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
に
接
続
す
る
た
め
の
専
用

サ
ー
バ
及
び
端
末
並
び
に
小
・
中
学
校

の
学
習
用
情
報
端
末
を
更
新
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
今
回
購
入
す
る
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
世
羅
町

と
の
共
同
運
用
と
な
る
が
、
導
入
に
係

る
世
羅
町
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
問
う
。

答
世
羅
町
と
締
結
し
て
い
る
契
約
に

総
務
財
務
委
員
会�

こ
と
で
財
政
負
担
の
軽
減
、
地
域
活
性

化
な
ど
を
図
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
民
間
に

委
ね
る
施
設
は
、
小
・
中
学
校
の
体
育

館
も
対
象
か
。

答
公
共
施
設
の
う
ち
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
未

着
手
の
施
設
は
３
６
０
あ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
施
設
を
提
案
事
業
の

対
象
と
し
た
い
。

　

学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
は
耐
震
化

や
長
寿
命
化
の
改
修
工
事
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
校
舎
で
は
16

校
が
残
っ
て
お
り
、
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
等
有
利
な
財
源
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

問
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
民
間
に

任
せ
る
と
い
う
事
例
は
あ
る
の
か
。

答
他
市
の
事
例
で
は
、
廿
日
市
市
、

安
芸
高
田
市
で
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
民
間
提
案
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

付
託
議
案
審
査

議
67　
三
原
市
包
括
的
支
援
事
業
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
概
要
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
に
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
数
に

関
す
る
基
準
の
見
直
し
に
伴
い
、
セ
ン

タ
ー
の
柔
軟
な
職
員
配
置
を
可
能
と
す

る
た
め
、
関
係
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
短
時
間
勤
務
の
職
員
を
複
数
確
保

す
る
こ
と
で
常
勤
職
員
と
み
な
す
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
こ
の
常
勤
換
算
方
法
に

よ
っ
て
人
員
を
確
保
す
る
見
込
み
が
あ

る
の
か
問
う
。

答
現
在
、
該
当
す
る
職
種
の
職
員
に

つ
い
て
は
、
全
て
常
勤
の
職
員
が
確
保

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
、
短
時
間

勤
務
へ
の
変
更
を
希
望
す
る
職
員
が
発

生
す
る
場
合
に
は
、
常
勤
換
算
方
法
に

よ
る
人
員
確
保
が
必
要
と
な
る
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
68　
三
原
市
宇
根
山
家
族
旅
行
村
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
概
要
】
三
原
市
宇
根
山
家
族
旅
行
村

の
多
目
的
広
場
に
、
新
た
に
キ
ャ
ン
プ

用
の
フ
リ
ー
サ
イ
ト
を
設
け
る
に
あ
た

り
、
使
用
料
な
ど
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

問
新
設
の
フ
リ
ー
サ
イ
ト
使
用
料

を
、
オ
ー
ト
サ
イ
ト
の
使
用
料
の
７
割

と
し
た
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

答
フ
リ
ー
サ
イ
ト
使
用
料
は
、
オ
ー

ト
サ
イ
ト
の
使
用
料
の
５
割
か
ら
７
割

程
度
の
設
定
が
一
般
的
だ
が
、
指
定
管

理
者
の
収
入
確
保
の
観
点
か
ら
、
７
割

厚
生
文
教
委
員
会�
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政策議会実現のための一般質問研修会を開催
　令和７年７月11日、法政大学法学部教授　土山 希美枝さんを講師に招き、『政策議会実現のための
一般質問』と題した研修会を開催しました。講師による講演の後、議員同士でグループディスカッショ
ン形式による意見交換を行うなど、活発な研修となりました。

１　政策議会としての議会
　�　議会が、市民から信頼を得ること、また、信託・負託に応えるために、自治体の「政策・制度」

を議会の権限でより良い状態に制御することが重要である。
２　一般質問の機能と制度
　�　一般質問は、議員が自分の活動と知見を集約し、わがまちの「政策・制度」の争点を提起し、監

査・提案する機会である等の基本的な考え
方とともに、一般質問の問題点やあるべき
姿などを、あらためて学びました。

３　政策議会による政策形成
　�　常任委員会で既に取り組んでいる「政策

提言」は、「一人で行う一般質問」の限界
を超え、理事者に対して「政策・制度」へ
の課題提起が進められているものと考えま
すが、より精度を高めていく必要があると
も感じました。

　今後も一層、市民に信頼・信託される議会
を目指して参ります。

活発な意見交換が行われました

程
度
の
料
金
に
設
定
し
た
。

【
採
決
】
採
決
の
結
果
、
議
第
67
号
他

１
件
は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

行
政
説
明
案
件

も
や
す
ご
み
処
理
施
設
整
備
方
針
中
間

報
告
に
つ
い
て
（
５
月
説
明
分
）

【
概
要
】
建
設
当
初
か
ら
25
年
が
経
過

し
劣
化
し
て
い
る
も
や
す
ご
み
処
理
施

設
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
き
た
整
備
方

針
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
各
ケ
ー
ス
を
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
等
で
多
角
的
に
比
較
検
討
し
た
資
料

を
提
出
し
て
欲
し
い
。

答
別
途
、
資
料
を
提
出
す
る
。

三
原
市
立
中
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活

動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

【
概
要
】
三
原
市
立
中
学
校
に
お
け
る

運
動
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
少
子
化
や
働
き
方
改
革
が
進
む

中
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を
ど
の
よ
う

に
進
め
、
課
題
解
決
し
て
い
く
の
か
。

答
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
休
日
は
令

和
８
年
度
末
で
の
廃
止
を
目
標
と
す

る
。
平
日
は
11
年
度
か
ら
13
年
度
の
間

に
廃
止
を
今
後
検
討
す
る
。
地
域
展
開

に
つ
い
て
は
、
市
体
育
協
会
加
盟
団
体

と
協
議
し
、
休
日
に
加
え
平
日
に
活
動

す
る
団
体
も
募

集
し
、
活
動
を

拡
充
さ
せ
て
い

く
。
ま
た
、
保

護
者
負
担
や
教

職
員
負
担
の
軽

減
な
ど
、
課
題

解
決
に
努
め
て

い
く
。

行
政
説
明
案
件

地
方
卸
売
市
場
東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
に
つ
い
て

（
５
月
説
明
分
）

【
概
要
】
昭
和
57
年
に
本
市
、
東
広
島

市
及
び
12
農
協
で
設
立
し
た
地
方
卸
売

市
場
東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー
活
性
化
の

た
め
の
運
営
方
針
を
策
定
し
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
で
ど
の
よ
う

な
取
組
と
成
果
が
あ
っ
た
の
か
問
う
。

答
市
場
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
し
て
き
た
。
本
市
の
生
産
者
の
出

荷
額
は
１
億
円
程
度
あ
る
。
出
荷
者
の

中
に
は
企
業
体
も
あ
り
、
雇
用
の
場
の

確
保
な
ど
様
々
な
効
果
を
得
て
い
る
。

経
済
建
設
委
員
会�

どうなる部活の地域展開
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